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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月5日(2017.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インダクタの磁界を修正する方法であって、
　密封されたエンクロージャ内のイオン化された磁性粒子を含む構成要素の電極に印加さ
れる電位を調整することによって前記イオン化された磁性粒子の動きを選択的に制御する
ことによってインダクタの磁界を修正するステップを含む方法。
【請求項２】
　前記電極は、前記インダクタの前記磁界を横断するように位置付けられる、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記電位は、前記イオン化された磁性粒子を前記電極に対して前記インダクタの前記磁
界を横断する方向に移動させる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記イオン化された磁性粒子は、第１の形態に配置されたときに、前記インダクタの前
記磁界を第１の量だけ調整し、
　前記イオン化された磁性粒子は、第２の形態に配置されたときに、前記インダクタの前
記磁界を第２の量だけ調整し、
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　前記第１の量は前記第２の量とは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記イオン化された磁性粒子の動きを選択的に制御するステップは、電子デバイスに組
み込まれたプロセッサにおいて開始される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記インダクタに電流を印加するステップをさらに含み、前記インダクタは前記電流に
応答して前記磁界を生成する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記インダクタの前記磁界を修正すると、前記インダクタの実効インダクタンスが修正
される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　１つまたは複数のインダクタパラメータを選択するステップと、
　前記１つまたは複数のインダクタパラメータに基づいて前記インダクタの前記磁界を修
正するステップとをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　インダクタと、
　前記インダクタに電流が印加されたときに前記インダクタの磁界に作用するように前記
インダクタに近接して位置付けられた第１の可変磁束密度構成要素であって、密封された
エンクロージャ内のイオン化された磁性粒子を含み、電極間に電位が印加されたことに応
答して前記イオン化された磁性粒子を動かすように構成された電極を備える第１の可変磁
束密度構成要素とを備える装置。
【請求項１０】
　前記第１の可変磁束密度構成要素は、前記インダクタの前記磁界を横断するように位置
付けられる、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の可変磁束密度構成要素は、前記イオン化された磁性粒子と前記電極とを含む
インダクタンス制御構成要素を含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記イオン化された磁性粒子のうちの少なくとも１つは、鉄系化合物を含む、請求項９
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記イオン化された磁性粒子のうちの少なくとも１つは、
　ナノスケールＦｅ３Ｏ４コアと、
　ＳｉＯ２シェルとを備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の可変磁束密度構成要素に結合されたコントローラをさらに備え、前記コント
ローラは、前記第１の可変磁束密度構成要素に制御信号を印加することによって前記イン
ダクタの実効インダクタンスを制御するように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、プロセッサによ
って実行されたときに、前記プロセッサに、請求項１に記載の方法を実行させる、非一時
的コンピュータ可読媒体。
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